


































































































な感想は、 「この人の話 確実な知識にもとづいており、また自分が確実に知っていることしか言わない人だ。 よそ曖昧模糊とした言葉は、こ 人の口からは一度 出なかった」ということであ 。�
　
古代ギリシアの勉強が
どんなものであるのか、果たしてそれが私の内面の要求をほんとうに満たしてくれるものなのかどうか、そんなことは考えてみる余裕もなしに、ただもう、 「この人にな ついて行けそうだ。ついて行ってみよう」と う瞬間的に私は決心してしまったのである。むろんその決心 、戦時中、昔の東京文理大の図書館の片隅で、先生が『思想』に掲載された諸論文を、こんな哲学論文もあるの いながら読んだことや、�
　
文理大の掲示板に先生の休講通












で）法政の非常勤講師を勤められ 。並行して（昭和五年より〔前出『時代と私』による〕 ）東京文理科大学（後の東京教育大学→筑波大学）でも非常勤講師を勤められ こ
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以降、加来先生が停年退職された後、非常勤でさら 五年間授業をもたれた平成十 までのものである。 （記憶によるもので、精査していません。ほぼ年度順です ）　　　





『第七書簡』 （その他、加来先生の理事在職中に北嶋美雪先生が担当されて、 『饗宴』 、 『国家』第１巻以降を講読した年度もある。この『国家』の講読は北嶋先生が法政の授業を離 た後 続き本務校 学習院大学で続けられ、法政の院生も参加した。 ）
　
わたしが初めて参加した昭和五四年度には修士課程の演












学専攻の後輩の院生たちとコーンフォードのランニングコンメンタリーや『ティマイオス』に関連する外国論文の要約を報告する時間を演習の中に設けたいと先生に申し出たことがある。出席者のためにもなり、先生にも歓迎していただけると思ったからだ しかし先生の反応は冷ややかであっ 。 「まぁ、すこし あげるから 聞くだけ聞いてやろう」という様子であった。こ 要約報告はしばらく続いたが、演習のためのギリシア語テクストの徹底的下調べと両立させることは難しく、やがて夏の合宿などで報告するこ に変更した。そして先生の冷ややかな反応は、演習ではテクストを正確に読む努力に集中すべし、という田中美知太郎先生の教えからの当然の反応なのだ、とあら気づいた。　
話は変わるが、 『ティマイオス』を読み始めた昭和五六
年末に右にのべた筑波、早稲田、法政 院生に加え 当時加来先生が非常勤で出講しておられた慶応、日大、学習院の院生を加えて、 「西洋古典研究会」が発足した。この研究会が成立したきっかけは、すでに日大で向坂寛（ゆか）先生（故人
　
加来先生の後輩）の下で院生たちによる
古代哲学の研究会が存在していたことにある。ただし、その日大の研究会の独立性はそのままに、これとは別の新たな研究会を複数の大学院の院生を会員として発足させたわけである。その準備 ための会合が初冬の神楽坂、 「鮒忠」二階のこじんまりとした座敷であった。向坂先生と加来先生、幹事と る複数の大学院の院生が数名集まった。会の名称を決める き、 「日本西洋古典学 」の機関誌『西洋古典学研究』 （岩波書店刊）にあやかって、 「西洋古典学研究会」としよう、という案が出されたが、 「学 と「研究」がだぶるのはおかしい、 わたしが言い張って、 名称は「西洋古典研究会」となった。 「うぶ」なわたしたちをお二人の先生方は見守ってくださっていた。　
この時以来、年二回、夏冬の研究会は一度も欠けること































































































1983 年 1月 29 日神楽坂にて
